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可決

12月定例会を開催 会期　１２月６日～１２月１５日

平成２８年度一般会計補正予算など

　１８議案を原案のとおり可決
　平成２８年１２月定例会では、条例の制定、廃止が各１議案、条例の一部改正が７議案、一般会
計および特別会計、水道事業会計それぞれの補正予算が６議案、香川県市町総合事務組合規約の
一部変更等が２議案、そして物品購入契約の締結についての１８議案が提出されました。議案すべ
てが原案のとおり可決されました。
　また、請願１件、意見書案１件が上程され、請願は不採択、意見書案は可決されました。

　右記２名を人権擁護委員の候補者として
推薦したいとの議会への意見を求めた結果、
満場一致で同意をしました。

会計名 補正額 総額

一般会計 3億9,55 0万円 99億5,9 9 0万円

特別会計
国民健康保険 4,5 03万6千円 32億4, 8 6 4万6千円

特別会計
国民健康保険
直営診療所

15万円 2,6 0 4万5千円

特別会計
公共下水道 299万6千円 9億9,76 4万3千円

特別会計
介護保険事業 313万2千円 22億8 ,9 9 8万2千円

水道事業会計

収　入 △716万円 7億6 ,3 01万7千円

支　出 △470万4千円 7億5,75 8万8千円

平成28年度12月補正予算

人権擁護委員の推薦に同意

石川　雅健 氏
（青木）

藤田　嘉之 氏
（栄町２）
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古川 幸義 議員

　既存防犯カメラの保証期間が迫っているが、今後の運用・方針を聞きたい。
　今後、撤去か継続かを、自治会よりアンケートによる意見を求め、今後の

必要性や効果を考え検討していく。
　自治会に向け、防犯カメラに対するアンケートを行った結果は。

　対象の自治会よりアンケートの回収は一部出来ていないが、多くの意
見として防犯に役立っているとの回答を受けています。
　今後、自治会の防犯カメラが維持継続となった場合、映像確認などの要望を依頼さ
れた場合、情報の提供に際し、法律的な問題はないか、また管理責任はどうするのか。

　防犯カメラ設置規定を設け、設置する自治会に設置規定を設け、県・
町・自治会でそれぞれの役割分担を決め、覚書等を作成する予定です。
　今後、設置された機器のメンテナンスや修理の費用はどこが払うのか。

　機器の修理費やメンテナンス費は機器所有の自治会で負担と考えています。
　過去５年間の医療、介護費が生活不活発病等の原因となり増加傾向と思われます
が今後の医療、介護費の増加は。

　過去５年間のデータによる結果によると、急激に医療費が増加すると
は思いませんが、今後高齢者が増加するなか、生活不活発病等により医療費は増加
していくのではないかと考えています。

　今後、介護給付費の増加見込みですが、平成２７年度から５年間
で　１．１８倍の増加と見込んでいます、増加の原因は生活不活発病による直接原
因ではありませんが、間接的に介護保険費の増加に影響して行くと思われます。
　今後、生活不活発病等の予防対策はどうするのか。

　生活不活発病等の予防は高齢者だけではなく、町民全域の対象と
して、町民自らが健康づくりに取り組むのが予防として重要であります。町民とと
もに、行政・地域・社協・シルバー人材センター等が連携し取り組んで参ります。

Q

Q

町長

福祉保健課長

福祉保健課長

Q

Q

Q

Q

一般質問 General  Question

ズバリ 

  町政を問う！

総務課長

総務課長

総務課長

住民課長
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小川　保 議員

　１１月２４日逝去された故佐々木勇議員に弔意を申し上げ、瀬戸芸、合
田邸、高見島の活用、サイクルロード広域構想など質問した。その内、以
下２項目について報告します。

　瀬戸芸in高見島の支出ならびに総括と次回の開催の考えをうかがいたい。

　県に３年間で７５０万円、町委員会に７００万円、臨職、超
勤手当が前回並みの約５００万円と仮定しますと、総額約１，９５０万円
を支出になります。その他ボランティアの方々延べ１８０名程に協力頂き、
来島者２１，０２８名の大きな賑わいでありました。

　都市と地方の互いのよさを認め持続可能な社会を構築します。その
理念の下、次回は高見島の瀬戸芸に併せ芸術の祭典を町全体に拡大し町外
にアピールしていきたいと考えています。

　合田邸の見学者が４日間で４，０００人あった。今後の町としての展開、
方向性はいかがか。

　歴史的価値を持つ伝統的家屋の保存活用は大変重要な事で有り、今
後、点を面として古民家再生に強い意志を持つボランティアの皆様と共に
資源の掘り起こしをしていきたいと考えています。また、今後は広域での
地域協力による活性化を模索したいと考えています。

Q

Q

一 般 質 問General  Question
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渡邉 美喜子 議員

　町独自で鳥獣被害対策実施隊の設置を求める。
　奥白方、見立地区、近年では住宅地までイノシシが出没し深刻な状況で
ある。それが要因で農営意欲の減退、耕作放棄地の発生、人身事故など、
より効率的から効果的に実施するには早急に実施隊を設置すべきではない
か。

　イノシシの捕獲数は平成２６年度が２４頭、平成２７年度が３０頭、
平成２８年度は現在までに４８頭となっています。被害の減少対策として
町は平成２９年１月に実施隊を組織します。当初は１７名から１８名程度
ですが、免許取得の補助制度を活用し組織の充実を図ってまいります。

　島の皆さんの声、来島者の感想や評価について。

　島の皆さんからは「来島者のマナーが大変良かった。」「浜地
区に作品があり良かった。」「野外作品の残せる作品が欲しい。」「高齢
者や小さい子どもには海のテラスの高さまでが限界ではないか。」「各作
品が素晴らしく驚きました。」との感想や評価をいただきました。

　今後の運営課題、環境の整備などの問題点について。

　指揮を執る香川県の実行委員会や、事業を委託されたアートフ
ロントギャラリーなどとの連携強化が今後の課題です。環境整備について
は町の職員などで草刈り作業を行っていましたが、すべての要望に応える
ことが出来ず苦慮しました。そこへ「さざえ隊」の皆さんが手助けしてい
ただき大変助かりました。今後の問題点として町の実行委員会は、きめ細
かな対応、継続した対応ができるように決裁権を持って独立した組織であ
るべきでないかと考えます。

Q

Q

Q

町長

町長

町長

産業課長

産業課長

産業課長
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　２０１８年度から道徳の教科化が決まったが町長、教育長の見解は。
　町として学校における環境整備や支援を行いたいと考えています。

　学校現場での主体的な取組ができるよう支援したいと考えています。
　文科省が教科化を急ぐのはなぜか。

　学校教育においてきわめて重要な位置づけにありながら、いまだ
に道徳教育を忌避しがちな風潮があること等が指摘されています。
　道徳が教科になると問題が解決するのか。

　問題解決への大きな力となっていくように考えています。
　道徳が教科化されるとどうなるのか。

　課題として教員免許状、教科書、適切な評価などがあります。
　教師や学校はこれらに対してどう対応すればよいのか。

　新しい学習指導要領に対する理解を深める等が肝要です。
　厚生労働省が示した高齢者の医療制度の見直し案は「高齢者が医者にか
かれず重症化を招くだけ」との声があるが、町としてどう考えるのか。

　負担増により必要な医療を受けられず重症化を招くことが無い
よう、各課連携し、よりきめ細やかな対応が求められています。
　重症化につながれば、医療保険財政にも支障をきたすことにならないか。

　各種検診の受診率向上や生活習慣の改善の取り組みを強化します。
　町のおける影響額（高齢者負担増額）はどれくらいか。

　前期高齢者関係で約１，２００万円、所得分の細分化等で約２，
０００万円の支出軽減。７割軽減関係で約１，０００万円、５割軽減関係で
約５５０万円、社会保険被扶養者関係で約２，０００万円の収入増加です。
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尾崎 忠義 議員

Q
町長

町長

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

　先日亡くなられました、佐々木議員に対して、心よりご冥福をお祈り
申し上げます。

　瀬戸内国際芸術祭に、今回で2回目参加した高見島の総括をお願いし
ます。

　来場者数は、前回より約３，０００人減少しましたが、島の人々
に元気を与え、瀬戸内海の美しい風景や歴史、特産物を知る機会となり、
町や高見、佐柳島の未来を考え、離島振興、地域活性について一緒にな
って発信していけると考えています。皆様方のご支援、ご協力お願い申
し上げます。

　国民健康保険税の徴収が、平成２５年度県下最下位、その後の対応に
ついてご報告お願いします。

　平成２９年度より健康保険証の資格者証を採用し、滞納処分
の早期化を租税債権管理機構と連携していこうと考えています。また、
滞納者の資格についても、住民課と密に連携をとっていきますので、よ
ろしくお願い申し上げます。

　香川県信用保証協会の利用が少ない現状を踏まえ、預託金の減額を考
えているのか、ご答弁お願いします。

　企業の成長を支援するという町の立場を考えると、融資枠の
確保は不可欠であり、中小企業等を守るセーフティーネットであること
と考えていますので、十分ご理解賜りますようお願い申し上げます。
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金井 浩三 議員

Q

Q

Q

一 般 質 問 General  Question

教育長

教育長

教育長

教育長

教育長

住民課長

住民課長

住民課長

税務課長

総務課長
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平成28年第４回12月定例会
議員名　

　議案名等

採
決
結
果

議席番号
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
志
村
　
忠
昭

塩
野
　
拓
二

金
井
　
浩
三

村
井
　
保
夫

隅
岡
　
美
子

村
岡
　
清
�

小
川
　
　
保

古
川
　
幸
義

村
井
　
　
勉

尾
崎
　
忠
義

渡
邉
美
喜
子

庄
野
　
克
宏

門
　
　
瀧
雄

議 案 第 １ 号
多度津町農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員の定
数を定める条例の制定について

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 ２ 号
議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正
について

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

議 案 第 ３ 号
特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条
例の一部改正について

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 ４ 号
特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の
一部改正について

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 ５ 号
教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例の
一部改正について

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

議 案 第 ６ 号 一般職の職員の給与に関する条例の一部改正について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 ７ 号 多度津町印鑑条例の一部改正について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 ８ 号 多度津町使用料条例の一部改正について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 ９ 号 多度津町佐柳島体験センター設置条例の廃止について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１０号 平成２８年度多度津町一般会計補正予算（第３号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１１号
平成２８年度多度津町特別会計国民健康保険補正予算（第２
号）

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１２号
平成２８年度多度津町特別会計国民健康保険直営診療所補正
予算（第２号）

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１３号
平成２８年度多度津町特別会計公共下水道補正予算（第２
号）

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１４号
平成２８年度多度津町特別会計介護保険事業補正予算（第２
号）

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１５号 平成２８年度多度津町水道事業会計補正予算（第２号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１６号
香川県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少
及び香川県市町総合事務組合規約の一部変更について

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１７号
香川県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少
に伴う財産処分について

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１８号 物品購入契約の締結について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

諮 問 第 １ 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 同 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

諮 問 第 ２ 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 同 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員提出議案
第 １ 号

議員派遣について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請 願 第 １ 号
際限のない年金削減を強行する「年金カット」法案の廃案へ
の意見書の提出を求める請願書

不 × × × × 退 × × × ○ 退 × ×

意 見 書 案
第 1 号

地方議会議員の厚生年金制度への加入を求める意見書 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

閉会中の継続調査について 許 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

審 議 結 果

採決結果　　○：賛成　　×：反対　　欠：欠席　　退：採決退席
　　　　　　可：可決　　否：否決　　同：同意　　承：承認　　認：認定　　採：採択　　不：不採択　　許：許可
議長は可否同数の場合のみ表決権があります。（議長　議席番号1番　志村　忠昭）
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議会開会中は、傍聴することができます。
役場5階にて受付をお願いします。

詳しい日程等は、議会事務局までお問合せください。
【問合せ】議会事務局　TEL３３－０７０１

３月議会は
 ３月３日（金）午前９時から
　　　　　　　開催予定です。
一般質問は３月７日（火）予定

月 日 曜日 会議等

10

13 木 四国地区町村議会議長会研修会およ
び仲多度郡３町交流会

17 月 総務教育常任委員会視察研修
（～19日）

20 木 瀬戸内国際芸術祭ボランティア
21 金 瀬戸内国際芸術祭ボランティア
24 月 第1回議会広報編集委員会
26 水 瀬戸内国際芸術祭ボランティア
28 金 多度津町行財政改革特別委員会勉強会

11

4 金 第2回議会広報編集委員会

8 火
離島振興市町村議会、全国町村議会議長全
国大会および香川県町村議会議長会研修会
（～10日）

11 金 第3回議会広報編集委員会
14 月 建設産業民生常任委員会視察研修（～16日）
22 火 県政促進要望
24 木 議会運営委員会
30 水 各会派勉強会

12

1 木 各会派勉強会
6 火 定例会（提案説明）

全員協議会
8 木 定例会（一般質問）
12 月 総務教育常任委員会

建設産業民生常任委員会
15 木 定例会（議案審議）

議会を傍聴しませんか議会の動き  10月～12月

議会傍聴席

佐々木 勇 町議会議員 ご逝去
　佐々木勇氏（山階・73歳）が11月24日ご逝去されました。
　佐々木氏は、平成7年2月に初当選されてから連続6期22年余にわた
り町議会議員を務められました。その間、議会におかれましては議
長をはじめ、副議長、各常任委員会委員長、副委員長、監査委員等
を歴任され、また、団体では多度津町土地改良区理事長などの重責
を担われ、平成28年10月には全国土地改良事業団体連合会会長表彰を受賞されました。
　在職中は、常に卓越した識見と情熱を持って議会の指導的立場に立たれており、公平公
正を原点に郷土を愛し、住民の皆さんとの対話を大切にされ、その朗らかな人柄から接す
る人の信望を集めるところとなりご活躍されました。
　ここに謹んで哀悼の意を表し、ご冥福をお祈り申し上げます。
　なお、2月8日に叙勲伝達式が県庁において行われ、従六位旭日双光章の叙勲を受章され
ました。
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「遊休農地を活用した地域振興」、「日本の最先端技術情報」
　　　 について視察あわせて玉川大学へ表敬訪問
　平成２８年１１月１４日（月）～１６日（水）、研修視察により建設産業民生常任委員会各委員
の知識見識を醸成し多度津町議会議員活動に寄与しました。
　初日は、神奈川県相模原市役所にて「遊休農地を活用した地域振興」について研修を受け、
二日目は、午前中に玉川大学を表敬訪問し、午後よりＴＥＰＩＡ先端技術館で「日本の最先端技
術情報」について研修を受けました。
　今回の相模原市における視察研修は遊休農地の活
用として関係機関との連携や遊休農地の解消事例を聴
き、これら事業の伴う今後の課題等の説明を受けるな
ど有意義な質疑応答であった。
　玉川大学の表敬訪問については、以前より高見・佐
柳合同運動会において、八木橋教授をはじめとするゼ
ミ学生の皆様に大変お世話になっているので、今回丸
尾町長の名代として表敬訪問をしてまいりました。
　東京都ＴＥＰＩＡ先端技術館での研修は、アテンダントの解説付き見学で、最先端技術を詳
しくわかりやすく説明していただき、特に人工のくもの糸で作った衣服やロボット体験コーナで
は、話には聞いていたものの、先端技術の素晴らしさに驚きました。

　遊休農地の解消については本町
も農業従事者の高齢化・後継者不
足により深刻な課題であり、早急な
取組が必要なため、今回の研修は
有意義なものとなりました。

建設産業民生常任委員会委員長　小川　保
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ど
つ
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▲相模原市での研修の様子

▲玉川大学  表敬訪問　学長、学生達と一緒に


